
２０１４年度　振り返り	

NPO法人ゆう・さぽーと	  
２０１５年５月１７日　通常総会資料	
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•  ２０１４年１１月、相
談支援センター空
色が開業	  

•  私的福祉サービス
の利用者負担額軽
減のため、寄付金
募集事業を行う	  

→京都地域創造基金	  
•  『ゆう・さーくる』は

休止中	

15/05/18	



１、雇用関係の改善	

① キャリアパスの導入	  
② 変形労働時間制の導入	  
③ 短時間正職員の導入	  

	  
一人一人のスタッフが働きやすい職場を目指して	  

→２０１５年４月１日　開始	

15/05/18	

就業規則	  
の変更	



キャリアパス	  
（ヘルパーステーションそらいろ）	
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変形労働時間制	

•  一ヶ月単位の変形労働時間制を導入 （正職
員のみ）	  

•  利用者宅への直行直帰が多い、ガイドヘルプ
業務携帯に合わせた労働時間制に変更	  

•  １日８時間の労働ではなく、一ヶ月の所定労
働時間内での労働	  

•  １日６時間や９時間などの労働時間を組み合
わせたシフト制の労働時間制	  
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短時間正職員	

•  正職員雇用でありながら、時間を短縮して働く雇
用体系	  
→週３２時間労働（基本給・諸手当額は８割支給）	  
•  仕事と生活のバランス（ワークライフバランス）を

考える職員の働き方に応えた雇用体系	  
•  正職員やパートからの転換が可能	  
•  介護、育児などと仕事の両立、高齢者の雇用、

病気からの復職など、様々な雇用ニーズに応え
られる	  

•  長く働き続けられるように・・・	

15/05/18	



雇用形態	

15/05/18	
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就業規則の変更	

•  キャリアパス、変形労働時間制、短時間正職員
の導入に合わせた就業規則に変更を行う	  

•  専門家（社労士）と協同で就業規則の改正を行う	  
•  小澤社労士事務所と契約し、定期的に１回３時

間程度の相談を行う	  
→７月１日、２９日、８月２７日、９月３０日、１２月１７
日、１月１３日、２月１７日、３月２４日	

•  就業規則に関係する規則や雇用契約書の見直
しも行う	  
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新・就業規則	

正職員	

•  正職員就業規則	  
•  嘱託職員就業規則	  
•  短時間正職員就業規則	  
•  育児・介護休業等に関する規

則	

•  京都社会福祉事業企業年金
基金にかかる取扱い規程	

•  私有車（自家用車）業務使用
規定 	

パート	

•  パートタイマー就業規則	

•  育児・介護休業等に関する規
則	

•  私有車（自家用車）業務使用
規定 	

15/05/18	

Ø  ３月１３日スタッフへ説明会	  
Ø  ４月から適用	



２、きょうと福祉人材育成認証制度	

① 認証申請に向けた経緯	  
② 認証取得の流れ	  
③ 認証取得によるメリット	

15/05/18	

 



認証取得の経緯	

•  きょうと福祉人材育成認証制度の『宣言』をし
ていたため、認証取得に向けた研修や相談
会、コンサルティングを受けることができた	  

•  キャリアパスの導入に向けた相談、個別コン
サルティングを受けた	  

•  キャリアパスを導入することで、認証取得条
件の大半（第三者評価以外）をクリアしていた
為、認証申請を行った	
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認証取得までの流れ	

２０１４年	

① 個別相談会（６月３日）	  
② 個別コンサルティング ４回　

（６月３０日、８月５日、９月
１７日、１０月２８日）	  

③ スタッフ説明会（９月２６
日）	  

④ 認証申請（１１月）	  
⑤ 認証審査（１２月５日）	  

２０１５年	

① 第三者評価受診（２月２７
日）	  

② 認証取得（３月）	  
③ 認証式（３月２３日）	  

→認証書の授与	  
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認証取得のメリット	

•  京都府が開催する就職フェア等へ参加できる	  
•  京都府が「長く勤められる事業所」として推薦

してくれる	  
•  新卒採用の際、大学側が優先的に推薦してく

れる	  
•  人材育成の為の研修等への補助金が受けら

れるらしい	
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３、京都地域創造基金	

① 寄付金募集活動	  
② 寄付金額・決算報告	  
③ ２０１５年度の活動	

15/05/18	



啓発チラシの配布	

•  広報誌に同封して配布（２０１４年４月）	  
•  城陽市内入所施設（あんびしゃ、翼）に配布	  
•  城陽市障がい者自立支援協議会 専門部会（療

育部会）にて配布（２０１４年５月）	  
•  やましろ地域交流フェスティバルにて掲示と配布	  

•  啓発活動に力を入れることはできなかった	  

15/05/18	



寄付金額	
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v  寄付額は約２５万円	  
v  寄付者数は６名	  
	  
v  寄付事業にかかる人件費、事務

所費等は通常業務（そらいろ）と重
なる為、按分して計算	  

v  当事業分の決算は右表を参照	
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２０１５年度	  
事業計画	

k�A�

��������(+'*)���-���

���,��!%#���&"�
	$�� �����

¶¸·bO&¬

£� R�a(���y¶d�0^K0M~· ®µ¶S·

�Yu® �Yu&�¡®µº8&6;/98#\±�-mF®µ, 
	 	 �	 	 	 ������

8&6;/98Gi#±+-mFa(E&�@¢�&R�.�¦�"6!931

��n¤®

V��bO iT}z0=52V��%,-b�¶��°V�5���g#tj· ��	 	 	 �	 	 	 ����

��°V��
��	 S��g��<�º�	 ����	 S

bOc� ��
	 	 �	 	 	 ����

¶¹·}T&¬

£� R�a(���y¶d�0^K0M~· ®µ¶S·

�Yu®¶8&6;/98#±+ mF®·.N"-´�P"%�.F7"6!931

¢�5�~2-´�'0�Yu®U.U7"�¦�"6!931

�6;/98#±+-mF®&J¨��'`X0Q¯�"mF\±.×3*�1

�?}x3 iT}z0=52%44-7:4=DH£¶���	 �	 S·

���°����		 S��g��<�º��
�	 �	 S ����	 �	 	 	 ����

�£C©£ >�T]%44-7:4=&T]wr¶�g��	 S·

���	 S��g��<�º
���	 S 
��	 	 	 �������

oROv��)&�Z%44-C©£ �	 �	 	 	 �������

qelI£ 0=52qh&�&391_W0�§£� �	 �	 	 	 �������

B[�f£ B�k�&�&B[�f�&¥O£¶��	 	 	 S· 		 �	 	 	 �������

��f£ B�k�&�&��f&¥O£¶��	 	 	 S· 		 �	 	 	 �������

«{©L£ 0=52V�%44-³ ª��&©L£¶|p³ ���	 	 	 S· �	�	 	 	 �������

B�%44-§£� 		 �	 	 	 �������

²£ �&E0s�$}T ���	 	 	 �������

}Tc� ��
	 	 �	 	 	 ����

Ø  寄付金目標額７０万円	  
Ø  寄付金募集活動、啓発活動を広

げたい	  
Ø  城陽市内の福祉関係機関や市民

への啓発を進める為、地域イベン
ト等への参加を行いたい	  

	  
城陽市内の入所施設への見学も行い、
施設課題を共有できるよう努めていく	
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４、広報活動	

①インターネット関係	  
→ホームページ、ブログ、SNS	  
②広報誌	  
→ゆうさぽ通信	  
③地域イベントへの参加	  
→やましろ地域交流フェスティバル	

15/05/18	



インターネットによる広報	
名称	 内容	 閲覧者等	

ホームページ	 法人の基礎情報	  
活動写真、求人情婦など	

ブログ（そらいろ）	 ヘルパーステーションそら
いろの活動紹介等	

facebook（ゆう・さぽーと）	 法人の活動紹介など	 いいね　８４	

facebook（そらいろ）	 そらいろの活動紹介など	  
ブログ更新の発信	

いいね　２２８	

facebook（空色）	 相談支援センター空色の
活動紹介など	

いいね　６６	

twi;er（そらいろ）	 そらいろの活動紹介など	
ブログ更新の発信	

フォロワー　４２５	

google+（そらいろ）	 そらいろの活動紹介	 フォロワー　５	

15/05/18	



５、事業活動	

①公的福祉サービス	  
→障がい者総合支援法に基づく事業	  
	  
②私的福祉サービス	  
→法人独自の制度外福祉サービス	

15/05/18	



①公的福祉サービス	  
障害者総合支援法	

ヘルパーステーションそらいろ	

① 居宅介護	  
② 重度訪問介護	  
③ 行動援護	  
④ 移動支援	  
⑤ 日中一時支援（城陽）	  

相談支援センター空色	

① 特定相談支援	  
② 障害児相談支援	



ヘルパーステーションそらいろ	  
支援内容	

•  知的・身体・精神などに障がいがある方への
ヘルパー支援の仕事。	  

①自宅で入浴や食事などの介助を行うホーム
ヘルプ	  
②お出かけの支援を行うガイドヘルプ	  
③通院等の同行を行う支援	  
④日中の居場所をつくる支援	  
⑤その他、必要な支援	  

15/05/18	  



その他、必要な支援	

•  入院時の付き添い（京都市）	  
→入院時コミュニケーション支援事業（３回利
用）	  

•  現行の制度では使えない支援については、
必要に応じて法人独自のサービスで対応	  

→施設入所者の外出支援（私的福祉サービス）	  

15/05/18	



②私的福祉サービス	  
法人独自	

❶外出支援サービス	  
❷一時預かりサービス	  
❸宿泊支援サービス	

15/05/18	



私的福祉サービス	  
活動状況	

•  利用希望は３件（あん
びしゃ２件、翼１件）	  

•  契約は１件で、１１月か
ら外出支援が開始（３
回）	  

•  翼の入所者の方からの
利用希望も聞いており、
今年度は利用が増える
可能性あり	  

15/05/18	



利用者数　内訳	

障がい児（こども）	 障がい者（大人）	 合計	

男性	 １４名	 １２名	 ２６名	

女性	 ３名	 ９名	 １２名	

計	 １７名	 ２１名	 ３８名	



そらいろのスタッフ数	

男性	 ４名	

女性	 ５名	

計	 ９名	

15/05/18	  



２０１５年度 職員体制	  
ヘルパーステーションそらいろ	

雇用形態	 職員数	

正職員	 ２名	

正職員（嘱託）	 １名	

パート（非常勤）	 ２名	

パート（登録）	 ４名	

合計	 ９名	
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相談支援センター空色	  
支援内容	

①計画相談支援	  
•  サービス等利用計画作成の支援	  
•  アセスメント→計画作成→モニタリングの流れ

により生活全般の支援の調整等を行う。	  



相談支援センター空色　概要	

•  利用者数：３名（計画相談１名、障害児相談２
名）	  

•  相談員数：１名（兼務）	  
•  １〜２月にサービス等利用計画の作成、３月

にモニタリングの作成を行った	  
•  サービス担当者会議（ケース会議）を主催し

た（２回）	  
•  ２０１５年度は本格的に稼働していくため、相

談員の体制を整備したい	  
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２０１５年度 職員体制	  
相談支援センター空色	

雇用形態	 職員数	

正職員（兼務）	 １名	

合計	 １名	
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人材採用計画	

•  ２０１６年度の人材採用計画は未定。	  
•  正職員１名（女性）の採用を検討したい。	  
•  ヘルパー業務の中心的な役割を担える人材	  
•  ３年後にサービス提供責任者又は相談支援

専門員になってもらえる人材	  
•  パートからの転換、新卒採用などのこだわり

はない	  

15/05/18	



ボランティア 受入	

•  ４名（内２名はバーベキュー参加）を受け入れ	  
•  ２０１４年度に新規１名が加わり、２名の方が

定期的に活動のサポートをして下さる	  
•  そらいろ事務所での活動（日中一時支援）を

サポートしていただく	  
•  「子どもに創作活動を教えたい」という希望を

受け、絵画等の時間を創っていただく	  
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研修の参加	  
今年度も研修に力を入れました	

15/05/18	  

•  ２０１４年度は研修内容を以下のように整理	  
① 外部研修	  
② 内部研修（ヘルパー勉強会、パソコン勉強

会）	  
③ 他事業所合同研修（そらいろ勉強会）	  
④ 施設見学	  



寄付金・寄贈品	

寄付金額：50,000円	

寄贈品：おもちゃ類（ゲーム機、ぬいぐるみ等）、雑貨
類、リユースパソコン、紙おむつなど	

当法人会員の方や地域の方、利用者の方、寄贈団体
などから多くの寄付金や物品をいただく	
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２０１５年度の課題・目標	

•  障害がある方の生活の質を高められるような支援を
行う	  

→個別支援計画中心の支援を継続する	  
•  スタッフが働きがいを持てるような職場環境を作る	  
→キャリアパス、変形労働時間制等の定着	  
•  城陽市の地域福祉に貢献	  
→施設入所者への支援、自立支援協議会への積極的
参画	  
•  安定した経営	  
→報酬単価改訂に伴う収益ダウンへの対応	  
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６、今後の目指すカタチ	  
職員体制（５年後イメージ）	

ヘルパーステーションそらいろ	  
•  正職員 ３名（サービス提供責任者１名）	  
•  パート ７〜８名（非常勤３名）	  

相談支援センター空色	  
•  正職員 １名（専任）	  
•  パート １〜２名（ヘルパー兼務）	
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事務所の拡大	

•  現事務所の隣が売物
件（３２０万円）	  

•  現在、値段交渉中	  
→中野が個人で購入を検
討	  
•  古い物件のため、大幅

なリフォームが必要（又
は建替え）	  
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大切にしたいこと	

•  一人一人に合わせた個別の支援	  
→強みを生かし、他事業所との差別化（違い）を図
る	  
•  地域の社会資源との関係を大切にする	  
→知り合い（つながり）を増やす	  
•  働きやすい職場環境づくり	  
→支援者（人）が資本	  
•  安定した経営	  
→身の丈にあった経営	



目指すべきは	

•  利用者のエンパワメント	  
•  支援者、保護者のエンパワメント	  
•  事業所のエンパワメント	  
•  地域のエンパワメント	  
•  社会のエンパワメント	  
	  
利用者主体の支援から生み出される	  

相互エンパワメント	  



エンパワメントの連鎖	

•  適切な支援を受けて、主体的にイキイキと暮ら
す利用者	  

•  それを見て、嬉しい、保護者・支援者	  
•  支援関係者が生き生きしている事業所	  
•  そんな事業所を見て、感化される地域	  
•  地域全体が生き生きとしていく社会	  

•  一人の障がい者の暮らしのあり方が社会を変え
ていける	  



本人主体の支援から	

•  目の前の利用者（本人）と向き合ことを続けた
い	  

•  一人の支援を地域の関係機関の連携で支え
続けていきたい	  

•  本人主体の支援から、社会資源を創り出して
いく姿勢を持ち続けたい	  

•  本人が主体的に支援を選びながら暮らしていけるよ
うに	


